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秋田県におけるがん教育の取組

平成29年度～現在 教育委員会

がん教育推進事業
「がん教育」

教職員を対象とした研修会

平成24年度～28年度 健康福祉部

がん教育事業 「がん予防授業」

秋田県におけるがん教育

令和５年度がん教育推進事業

１ がん教育アドバイサーの委嘱 新

２ がん教育推進協議会の開催 新

３ 外部講師研修会の開催 新

４ がん教育指導者研修会

５ がん教室の開催

１ がん教育アドバイザー

【アドバイザー】
秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
専攻長・教授 安 藤 秀 明 氏

アドバイザー

⑴がん教育
推進事業
全般への
指導助言

⑶外部講師研
修会・外部
講師への助
言等

⑵がん教育
推進協議
会での指
導助言



１ がん教育アドバイザー

・ 協議会の立ち上げに際し、構成委員の

助言 → 看護協会にも委員を依頼

・ 外部講師の確保への助言 → がん専門

看護師の登録

・ がん教室の実施への助言

⑴ がん教育推進事業全般に対する指導助言

１ がん教育アドバイザー

・外部講師の確保について

→ 研修受講証の発行を外部講師確保に

つなげる

・外部講師リストの作成について

→ 項目等の整理、作成方法等

⑵ がん教育推進協議会での指導助言

１ がん教育アドバイザー

・令和５年度は講義の研修動画を作成

→ オンデマンド研修

・外部講師のリストへの登録に際し、不安の

解消等、メンタル面への対応

・実際のがん教室参観の案内

⑶ 外部講師研修会・外部講師への助言等

２ がん教育推進協議会

【趣旨】

外部講師リスト作成等に対し指導・助言

を行うとともに、事業成果の検証を行う。

【委員】

がん教育アドバイザー、医師会、看護協会、

患者会、中学校長会、高等学校長協会、養護

教諭研究会、健康づくり推進課、保健体育課



２ がん教育推進協議会
【期日】
第１回 ８月３０日（水）
第２回 １月３１日（水）
【内容】
第１回 ・令和５年度の事業説明

・外部講師リスト作成について協議
第２回 ・事業の成果と課題の報告

・成果の検証と次年度の課題の協議

３ 外部講師研修会
【趣旨】

学校におけるがん教育についての認識を深め

ることにより、外部講師の資質向上を図る。

【対象】

がん教育に関心のある医師、がん経験者等

【講義】

「いかにしてがんを子どもたちと一緒に考えるか」
秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻
専攻長・教授 安 藤 秀 明 氏

３ 外部講師研修会

１ がん教育の必要性
２ がん教育の目的
３ これまでの経緯と現状
４ 外部講師の必要性
５ 授業の準備、資料
６ がん教育の配慮事項
７ がん教育の評価

４ がん教育指導者研修会

【趣旨】
がんについて正しく理解し、がん教育の
在り方についての認識を深めることにより
教員の資質向上を図る。

【対象】小学校、中学校、義務教育学校、
高等学校、特別支援学校の教員

【参加者】
合計特別支援学校高等学校中学校小学校

１０５人1４人48人18人25人



４ がん教育指導者研修会

説 明「学校におけるがん教育について」
秋田県教育庁保健体育課担当

講義Ⅰ「がん看護専門看護師の立場から
学校現場の職員に伝えたいこと」

秋田大学医学部附属病院 がん看護担当看護師長
今 野 麻衣子 氏

講義Ⅱ「がん教育と親のがんを子どもに伝える」
乳腺外科・内科 はしづめクリニック院長

橋 爪 隆 弘 氏

４ がん教育指導者研修会

分科会

【情報交換】

自校におけるがん教育の取組について

【協議】

自校でがん教育を推進するに当たっての

課題とその解決策

５ がん教室
【趣旨】
生徒が、がんに関する正しい知識を身に付け、

命の大切さを考えたり、がん患者への正しい認識
を深めることをとおして、望ましい生活習慣の形
成に資するよう、外部講師を学校に派遣する。
【対象】 中学校、義務教育学校後期課程、

高等学校、特別支援学校高等部
【期間】 令和５年８月～１２月
【校数】 県内１３校（うち２校オンライン）
【講師】 医師１名、がん経験者１名

【流れ】

１ 校長先生によるがん教室の趣旨説明

２ 講話 医師によるがんの話

がん経験者による経験談

３ 演習 テーマ：がんについて学ぶ

個人・グループワーク

４ 総括・質疑応答

５ がん教室



【専門医によるがんの話】
ア がんとは（がんの要因等）
イ がんの種類とその経過
ウ 我が国のがんの状況
エ がんの予防
オ がんの早期発見・がん検診
カ がんの治療法
キ がん治療における緩和ケア
ク がん患者の生活の質
ケ がん患者への理解と共生
コ 健康と命の大切さ

５ がん教室 ５ がん教室

•大切な人の好きなところ、
良いところ

個人作業

•大切な人が「がん」で亡
くなってしまわないため
にできること

個人作業と
グループワーク

•大切な人に伝えてみよう個人作業

５ がん教室【講話】 ５ がん教室【講話】



５ がん教室 【グループワーク】 ５ がん教室 【発表】

令和５年度がん教室アンケート結果

（事後）

がんは日本人の死因の第２位である

（事前）
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誤り

無回答
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%
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令和５年度がん教室アンケート結果
がんになっても生活の質を高めることができる

（事前）
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がん教室実施校数【Ｈ29～R５】
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令和５年度がん教育推進事業

【成果】
１ がん教育アドバイザーの指導助言
２ がん教育アドバイザーから、他の外部

講師への指導助言
３ がん専門医とがん経験者をペアで派遣

することによる効果
【課題】
１ 外部講師を活用したがん教育の推進
２ 外部講師の安定的な確保


